
 研修会「認知症の人にも優しい図書館」 
 

１ 背景と目的 

  日本では平成 24 年における 65 歳以上の高齢者の７人に１人が認知症患者と言わ

れ、平成 37 年には５人に１人になると見込まれている。また宮崎県においては平成

26 年 10 月の調査で総人口の約 28％が 65 歳以上となっている。 

そこで子どもから大人まで生涯読書に親しむ「日本一の読書県」づくりへの取組の

一つとして、認知症により読書や図書館利用に困り感を持つ県民や家族、関係者への

図書館サービスを充実するために本研修会を実施する。 

 

２ 対 象 

  公共図書館職員・公民館図書室職員・保健師・作業療法士等福祉関係者・博物館職 

 員等 

 

３ 日 時 

  平成２９年１０月２３日（月）午前１０時から午後４時まで 

 

４ 場 所 

  宮崎県立図書館 ２階研修ホール 

 

５ 主 催 

  宮崎県教育委員会 

 

６ 共 催 

   宮崎県公共図書館連絡協議会 

 

７ 内 容 

   9:30-10:00 受  付 

  10:00-10:15 開会行事 

  10:15-11:15 「認知症の理解」 

小川 敬之氏（九州保健福祉大学保健科学部作業療法学科教授） 

  11:15-12:00  事例報告（延岡市立図書館､宮崎県総合博物館） 

  ＜休憩＞ 

  13:00-13:30 「日向市コミュニティセンターにおける 

認知症の人にも優しい図書館づくり」 

         成合 進也氏（社会福祉法人日向市社会福祉協議会地域福祉課長） 

  13:40-14:40   「川崎市立宮前図書館における 

認知症の人にも優しい図書館づくり」 

         舟田 彰氏（川崎市立宮前図書館） 

  14:40-14:50  ＜休息＆グループ移動＞ 

  15:00-15:40  グループワーク＆質問票提出 

  15:40-16:00 質疑応答  

16:00    閉会行事 


